
令和６年度 第２回 尾奈小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和６年１０月２９日（火） １３時００分から１４時３０分まで 

２ 場 所  尾奈小学校 音楽室 各教室   

３ 出 席 委 員  小野 峯男、北脇 隆、外山 義典、石川 正敏、小野 由貴、堀尾 政博、 

          小野 礼子 

４ 欠 席 委 員  なし 

  

５ 学 校  金子 直由（校長）、藤井 隆行（教頭）、清水 康代（教務）、        

松本 竜太（教員）、山田 雅美（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 協 議 事 項   

（１）議長の選出について 

（２）いじめ防止基本方針について 

（３）学校評価アンケート項目について 

８ 会議録作成者   ＣＳディレクター 山田 雅美 

９ 会議記録 

  運営協議会前に教育委員会教育総務課から、浜松市学校規模適正化基本方針について説明があ

った。 

司会の教頭から、委員総数７人全員の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立して

いる旨の報告があった。 

   

（１）議長の選出について 

司会から、前回同様会長を推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認し

た。 

 

（２）いじめ防止基本アンケート項目について 

  議長の指示により、松本（教員）から、別紙資料に基づきいじめ防止基本アンケート項目につ

いて説明があり、委員からは以下の発言があった。 

  ・用務員をやっているので、みんな挨拶もしてくれるし、いじめ件数があることに驚いた。（北

脇委員） 

  ・今まで通り個別に話を聞き、事前に対応していってくれればいいと思う。（北脇委員） 

  ・いじめ件数１件あるのは、１０月のアンケートとは別か？（堀尾委員） 

   →1件は４月のアンケートです。（松本） 

    その後３ヵ月特に何もなければ解消となる。（松本） 

  ・小規模校だと中学へいって大変だと思う。（堀尾） 

 

（３）学校評価アンケート項目について 

  議長の指示により、清水（教務）から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があ

り、委員からは以下の発言があった。 

  【１グループ：小野峰会長、外山委員、小野由委員】 



  児童対象アンケート 

  ・言葉の表現方法が難しいので、各学年に合わせた表現にした方がいいと思う。（外山委員） 

  ・「１９番の項目」について、Ａの子とＢの子といた場合、学校としてはどの様にとらえるの

か？ 

  とらえ方によって、学んでいると思う子、学んでいないと思う子が出てくるのではないか。 

  評価の仕方が難しい。（外山委員） 

   →教師の考えが子供たちに伝わっているのか、または大きくずれているのであれば修正をし

ていく。それを比べるためのアンケートでもある。（教頭） 

  ・低学年だと難しい質問もあるので、各学年に会った表現にした方がいい。（小野由委員） 

  ・右上に学年を記入する欄があるが、人数が少ないので個人を特定できてしまう。低、中、高

学年くらいにしてほしい。（小野由委員） 

   →アンケートを取ったからと言って、その子に個人的に話をしたりすることはない。 

（清水） 

  【２グループ：北脇委員、堀尾委員】 

  教員に関するアンケート 

  ・８番の質問については子供に聞かないとわからないと思う。客観的にみてもわからないので

アンケートとしておかしいと思う。（北脇委員） 

  ・１５番の給食については、楽しんでいるかどうか雰囲気で判断するのか？（北脇委員） 

  【３グループ：石川委員、小野礼委員】 

  保護者に関するアンケート 

  ・アンケートの内容がほとんど教員と同じ。（石川委員） 

  ・保護者が学校の様子を聞かないと分からない内容なので、Ｅの回答が多くなりそう。（石川

委員） 

  ・自分も保護者として、家庭での様子は答えられるが、学校での様子は子供に聞くしかないの

で答えるのが難しい。２番の友達関係は良好かどうかや、６番の意欲的に授業に取り組んで

いるかどうかは様子を見て答えるしかないので、難しい。（小野礼委員） 

   →内容について校内で再度確認し、回答しやすい表現に修正していく。（教頭） 

 

10 その他報告事項等 

  堀尾委員、小野礼委員より学校支援コーディネーターの活動について報告があった。 

  次回の運営協議会について令和７年２月１４日（金）１３：３０から音楽室で開催する旨連絡

があった。 

 運営協議会終了後授業参観を行った。 


